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ヒータチャンバの熱電対挿し込み穴からヒータ内部の熱が漏れ、ヒータチャンバに
沿わせた補償導線の劣化を早めています。
熱電対と補償導線を接続している端子台も熱の影響を受けて補償導線の表面が
黒く酸化し、接触抵抗が大きくなり温度制御が正しく行えなくなることがあります。

概要

T/Cホルダ交換及び
補償導線レール導入のおすすめ

早めの対策をお勧めいたします

炉体内は複数チューブが稼働しており、温度制御トラブルで扉を開放する
場合は全チューブを停止しなければいけなくなりますので、炉体メンテナ
ンスのタイミングで改善導入をお勧めいたします。

ドレインパンに補償導線用のレールを新たに設け、
端子台（Junction BOX)を固定し、ヒータから放出
される熱の影響を受けにくくするための対策です。


